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　さきに敏室の小原t）はサルモネラ0抗原の人
工的変換を試みE2群（新しV・分類2）に：謡いEs亜
群とせすE2群と記す。以下これに準ずる。）に属
するS．newington及びS．　new－brunswickの0抗
原椿造を（III，　XV）から（III，　X，　XXVI）即ちE1
群の菌の0抗原構造に等しい抗原構造に．変換出
血ることを報告した。この際H抗原椿造及び生
化学的露点には変異は起らなかったという。この
実験ぽBruner＆Edwards（1948）3）の報一寸に暗：示を
うけて行われたもので，．彼等はE1群のS．　anatum
及びS．meleagridisの0抗原（III，　X，　XXVI）を
E讐群の菌と同じ（III，　XV）に変換させることが出
來たと報じてあった。
　著者は小原の実瞼を引継ぎ．，小原の得た抗原変
異株の抗原椿造の原株への復帰及び抗原変換の機
縛を：研究したのであるが，本報では復帰の問題に
ついて報一告する。Bruner＆Edwards3）ぽS・anatum
では抗原変換と更に復帰の起ることを認めている
が，S．　meleagridisでは復：帰のことにふれていない
ところをみると，復帰が二二には行われ難V・のか
も知れない。復帰或は逆の方向への変異は必ずし
も成功するとは限らぬことは他に：も例がある4）・5）。
　著者の場合にも総ての例に成功を見たわけでぽ
なく一部の例にだけ成功を見た。
　また著者がこの実験成績を発表した直後，　山田・叛崎6）
は保存中のS．newingtonがS．　anatum　tこ自発的に変異
した1例 報じ，これをBruner＆Edwardsの方法3）で
S．newingtonに復元させることがIH來たと述べているが，
著者の成績と一致するものである。
　（附・新らしい分類によるとE1群の0抗原構造はIII，　X
と表現されているが，これは診断的債値を主眼においた表
現であるから，この報告には從前のとおり（III，　X，　XXVI）
と記すことにする）。
実験材料及び実験方法
菌株：使用したサルモネラの諸菌株は何オいもサルモネ
ラ黍員会より分興されたもの，及び小原が分離した0抗
eeこの研究は丈部省科学研究費の補助を受けた（植竹）。
　この論交の要旨は口本細菌学会第3回北海道支郡会
　〔1昭和26年3月19m及び第25回口本細菌学会　（昭
　和27年4月7El）で発表した。
1）小原：札医紀要1（2），6S（1950）．
2）　Kauffrnan，　E　：　Enterobacteriaceae　C1951）．
3）　Bruner，　D．　W．　＆　Edwards，　P．　R．　：　J．　Baet．　55，
　449　（194S）．
4）　Bruner，　D．　W．：J．　Bact．　57，　3S7　C1949）．
5）　Boivin，　A．　et　al．：Compt．　rend．　Soe，　Biol．　221，　646，
　71S　（1945）．
　Boivin，　A．　et　al．：　Experimentia　1，　334　（1945）．
　Boivin，　A，：　Cold　Sprjng　Harbor　Symposia，　on
　Quantitative　Biology　12，　7　（1947）．
6）芦田：最近の生物学2，18sr1950）及び江上：核酸
　及び核蛋白質（1951）より引用，山田・叛崎：医学と生
　物学20，209（1951）．
7）　ノ1、島・／k田：　食4勿P戸…毒…爾（旺歪｛16）．
S）　Edwards，　P．　R，　＆　Bruner，　D．W．　：　Serological　iden－
　tifieation　of　salmonella　cultures　（1942）．
9）傳研学．友会：細菌学実習提要（1951），
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原変異株3株である。
　小原はS．newibgton（III，　XV）よりの0抗原変異株を
S4　B株，84C株（III，　X，　XXVI）となし，　S．　new－brunswick
（III，　XV）よりの0抗原変異株をS6　A株（III，　X，　XXVI）
としているので本丈でもそのままの呼称とする。
　冤疫血清：総て家兎免疫血清で，0血清，H血清何れ
もサルモネラにおける通常の免疫方法，所定の手続を経て
作ったものを用いた2）・7）＝9）。0血清の作製には1000C　2晴
間牛加熱死菌を，H血清の作製にはブイヨン焙養をホルマ
リンで処置した冷用をそれぞれ免疫原として用いた。
　置戸試面輔は因子血清を作る場合の吸引には，免疫血清
に吸敗に用いる茜を充分多量に加え，50。C　2時間後室温
または氷室に1夜静置して竪口遠心沈澱をかけ上清を分離
した。
　凝集反鷹も総べてサルモネラの通常の方法に從って行わ
れた‘a），6）一7）。0凝集原には菌の食塩［水門嚇液：を100。ClH一
間加熱したものを用い，H凝集原としては生菌食塩水俘跡
液またはブイヨン培養にホルマリンを加えたものを用いた。
H凝集反雁は50℃2時間湯槽に才b一いた後幽1堕し，0凝集
反応は50。C　2時閥後更に馬防に1夜放置してから列定し
た。列定には総て凝集鏡を用いた。
　抗原変換に用いた培養法：　実験材料は総て小原が用い
たのと同じものである。しかし培地に加える抗血清として
はS，giveのO免疫血清をS．　new－brunswick或はS，
newingtonまたはS．白elandiaで吸牧して作ったX，　XXVI
血清を作り，　これを加えた牟流動寒天培地を用いた。　S．
giveの抗原はS．　Iondonの0抗原と完全に一致すると
いわれている10）。
　実瞼方法としては長さ15cm頂：径3cmの試瞼智；にX，
XXVI血清と牛流動寒天を等量に混じていれ培地が固ま
ってから巾央に小片子轡を立て2411詞昌］37。Cにおいて無菌
的なことを舵かめてから，小禰子轡の中央部を狙って84B
株，84C縁或はS6　A株叱小原の得た）を穿刺培養し，流動．
パラフ．インを重屠して寒天の乾燥を防ぎ，これを博引脳中
に納め持続的に約10［！問培養する。20目頃から穿刺部
位より周辺に菌が拡がり混濁を生ずるので，この蔀分より
釣激して7F板寒天培地に多数の集落を作らせ，この各集落
について予め用意しておいた因子血清を用いて，スライド
凝集反日を行って抗原変異を越した薩を槍沖した。培地に
加える因子血清はSeitz濾過器で濾過したのを24痔開37℃
にネル・田無歯のことを確かめてから用いた。これを2～1
％寒天培地に加えて，ITI來上りの血清稀釈が．5倍ないしは
玉0倍となり，且つ培地は牛流動寒天になるよ5に混合した。
　動物継代実験にはマウスをSfiいた。体重は12～15　gで
系統の正しいものを用いた。
　方法としては小原の0抗原変異株3株につきおのおの
3頭ずつ⊥0－2mgマウスの腹陛内に接種し，5代までは3
H，以後10代までは10日間隔で撲殺し，剖槍した。菌の
証明，分離には遠藤培地による直接分離培養と胆汁培地に
よる増菌と併せ行った。R型の証明きれたことまたは集落
の出船ないこともあったが，3頭中少なくも1頭には必ず
茜が主に肝，脾に証明ぜられ10代累代することが出來た。
実験成績
　A　動物体継代実臓による復元の試み：　小原1）は三層：
変異株84B，84C，86　A株をそれぞれマウスに接種し，マ
ウス体内で1筒刀経てもなお抗原構造に変化の認められぬ
ことを報じている。そこで著者はも少し短時．日で動物体を
継代してみた。方法は上述のとおりである。
　84B，84C，86　A橡は10代累代的に動物体通過を行っ
ても実瞼当初の抗原構造に変化は認められなかった。即ち
10代累代後分離した菌株について，X，　XXVI血溝（S．　give
O血清をS．newingto11で吸解して作る一））XV因子血清
（S．newington　O脈々をS．　glyeで吸僻して作る）を用い
てXライド並びに鳳至瞥内定蚤凝集反心を行ったが，累代
後の菌株はX，XXVI血清で血清稀釈320倍ん640倍稀釈
まで幽幽を起すが，XV因子血清では凝集を起さなかった。
　B　抗血清加培地による復元実瞼：　小原は抗血清加培
地を用いて，S．11ewingtonまたはS．　new－brunswickに
XV因子血清を作用させることによってIII，　XV→III，　X，
XXVIの変換に成功している。そこでこれと全く逆の方向，
即ち抗原変異看たる84B，84C，86　A株にX，　XXVI血清
を作用させてIII，　X，　XXVI一・III，　XVの変換が起るかど
う．かを漏した。以下84B株，84C株，86A株の順で威績
を示そうと思う。
　　　　　　　　　　　1　84B株　　　　　　　　　　．
　D84B株より0抗原復元株の獲得：上述のようにS．
giveの0免疫血清をS。　new－brunswiekで吸牧して作
ったX，XXVI血清の入っている牛流動寒天培地に，’W4　B
株を穿刺培養した。
　穿刺後20目から釣菌を行い，準板寒天培地に弧立集落
を多数作らせ，個々の集落についてスライド凝集反磨によ
りX，XXVI血清，　XV因子血清を用いて0抗原変異を
おこした南を検索したq
　実瞼を繰返すこと3回にして穿刺後6日目にX，XXVI
血清に凝集せず，XV因子血清に凝集する菌を集落199個
中2個見出しこれを84Ba株，84　Bb株とした。
　ところが分離後」2．H目にして84　Bb株が，饗口には
IO）　Kauffmann，　E：Z．　Hyg．　120，　177　（19．3S）．
L
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84Ba株も抗X，　XXVI血清で凝集が見られるようになっ
た。
　そこで更に84Ba株を再び抗X，　XXVI血清加培地に穿
刺培養した所，48時間後に身程し．て作らせた集落はすべて
XV因子血漕に凝集するのを見Mした。それで凝集の最も
著明なものを選んでS4　Bc株と記号をつけ，この菌株につ
いてスライド凝集反鳳試瞼管内凝集反回並びに吸取取瞼
によってその抗原構造を追究し，更に84Bc株免疫血清を
も用いて母株との閥に交叉凝集反1悪及び交叉吸収試瞼を行
って抗原構造の変異を確かめるとともに，叉継代培養を重
ねても抗原に変化の起らぬことを確かめジ生化學的性状を
原株と比較したので，それ等の威績について記述をi進める。
　スライド凝集反慮ではIII，　XV：e，　h：1，6…の抗原構
造を有することが窺われたので，これを以下の実瞼で確か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■めた。
　2）試事事内凝集反磨並びに吸収黒血：Table　1，2，3，
4，5から84Bc株はIII，　XV：e，　h＝J，6…　を有すること
が知られるD
　　　　　　　　ロ　先ず0抗原につ）・て見るとS．give　O血清をS．　newing－
tonで吸牧して得たX，XXVI血清及びS．　newington　O
血清をS．londonで吸取して得たXV因子血清による凝
集反燈iはTable　1に示す攻nくである。
Table　1“O”　T2Lbe　Agglntinatiottz
Agglutinogen
S4　Bc
84　B
S．　london
S，　give
S．　anatum
S．　muenster
S．　zanzibar
1446
316
293・
4546
5628　，
S．　newington　C2
S．　selandia
S．　new－brunswiek
7482
5441
S．　niloese ］236
Immune　serum
S．　give S．　newington
absorbed　with
1S．　newington　C21 1　S．　london　1446
antigens　tested
III，　X，　XXVIX，　XXVI　1　III，　XVxv
12SO
2560
2560
2560
12SO
1280
2560
12SO
2560
2560
12SQ
S．　rninnesota’ 21 320
12SO
640
1280
640
320
2560
640
1280
・640
1280
2560
2560
2560
320
640
640
640
Note：Figures　indicate　highest　dilution　a七which　agglutination　occurred．
　　　　“　一　”　indieates　no・　agglutination　at　1　to　40．
　84Bc株はXV因子血清で凝集するが，　X，　XXVI血清
では凝集しない。、これに反して母株S4　B株は小原が立証
せる如くX，XXVI血清では凝集するが．XV因子血滴で
は凝集しない。　即．ち84Bc株は9L＊＊と0抗源：が異なるこ
とが窺われる。84Bc株はS，　give　O血清には凝集するが
この血清をS．newingtonで吸収すると凝集しなくなる。．
これは8．4Bc株がIII抗原因・了・を有することを示す。
　Table　2はH抗原について行った凝集反1感の成績であ
る。第1相についてはS．　eastbourne　H血清をS．　panama
で吸牧して作ったe，h血清，第2相については，　S」ondon
H血清をS，giveで吸攻して作った6因子血清で検した。
84　Bc株はe，　h血清と640倍まで，6因子血清とは工，280
倍まで明かに凝集を示してe，　h：1，6…　を有することが
窺われる。小原は0抗原は変換しでもH抗原は原株と変
らなかったとのべているが今回の著者の実記成績もこれに
似ている。
　次に吸敢試瞼によV上の成績を丈比・めた。S．　give　O血
清を84Bc株で吸臥した成績はTable　3に示す如く同血
清をS．newingtonで吸剥した成績t’Table　1）と等しく，
S4　B株S．　london，　S．　give，　S．　anatum，　S．　minnesotaと
の凝集が著明に残り，いいかえればX，XXVI抗体が残る
と見られる。また同様にS4　B株で作った0血清を84　Bc
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Table　2“H”：ruゐθノ19伽伽観。％、
Agglutinogen
S4　Be
84B
S．　ehester
．
S　paratyphi　C
S．newpor七　　、563
S．　’newport　var．　puerto　rieo
S．　london
S．　give
S．　zanzibar
S．　shangani
S．　newington　C2
S．　poona
6441
61?
926??
0??65
H一　anti　gen
e，　h，
e，　h，
e，　h，
　　e）
e，　h，
1，　V，
1，　v，
　　k．，
　　d，
e，　h，
　　z）
1，　6
工，6「
ef　n）　x
l，　5
1，　2
工，2
1，　6
1，　7
J，　5
1，　5
1，　6
1x　6
Im皿une　serum
S．　eastbournei S．　london　’
absorbed　w’ith
S．　panama1 S．　give　316
antigens　tested
e，　h J 6
640
640
640
12SO
?﹇
046
］280
640
’
12EO
　”　　　，
1280
1280
?
e
Notes　lare　same　as　in　table　1．
Table　3Absorption　o．f　“O”　Serums　against　S．　give，　84　B　StTain　and
　　　　　　S．　veewington　ivith　84　Bc　Strain
Agglutinogen
84Be
S4　B
S．　london
S．　give
S．　anatum
S．　muenster
S．　zanzibar
1446
3工6
293
4546
562S
?
S．　pewington　C，J
S．　seland．ia
S．　new－brunswiek
7482
5441
Immune　serum
S．　give’ t S4　B
，
S．　newington
absorbed　wit・h
84　Bc　1 i　84　Bc　1 F 84　Be　1
antigens　tested
X，　XXVI　！III，　X，　XXVII　X，　XXVI　IIII，　X，　XXVIe1　II ，・XV
一
1280
12SO
1280
640
1280　・
2560
2560
2560
工280
12sO
2560
1280
2560
2560
S．　niloese
pt
　s．
1236 12SO
1
J2SO
1280
640
1280’
640
0652
065??
0821
082」
OS??1
??652
．
mi’nnesota 21 320 320 ．　32Q
1280
1’2SO
12SO
640
320
一
一
’
2560
640
12SO
640
1280
2560
2560
2560
320
　　　　　　Notes　are　same　as　in　Table　1．
株は完．全に吸収し切れずX，XXVI凝集素を残すことが知
られる（Table　3）。
　　　　　　　　　，
　これに反しS．newington　O血清を84　Bc株で吸収す
ると凝集素が残りなく吸牧さオしることが知れる（Table　3）。．
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このS．newington　O血清巾にはIII，　XV各抗原因子に
対する凝集素が確実に含まれているこ．とは別に確かめてあ
るから，吸収に用いた菌株はこれらの抗原を有すると解さ
れる。S．　newington　O血溝を母上の84B株で吸放しても
残りなく凝集素が吸牧されることはなく，XV抗体が吸牧
されずに残ることは小原1）の報じたとおりであるa
　これらの月評試瞼成績はさきの凝集反雁i成緕とよく一致
するもので，84Bc株が0抗原としてIII，　X，　XXV工でな
くIII，　XVを有することを示すも．のといえよう。
　S．newjngton　OH血清を84　Bc株で吸敗した成績が
Table　4である。
e
Table　4　Ab＄oTption　of　Anti－S．　newin，qton　Serums　with　84　Bc　Strain
Agglutinogen．
s4　Bc
84　B
S．　poona
S．　london
S．　give
S．　anatum
S．　newington　C2
S．　selandia
1446
3・　16
293
74S2
S．　new－brunswiek　5441
S．　braenderup　3022
S．　ehester
S．　niloese　1236
H－antigen
ei　h，
e，　h，
　z）
1，　v，
lt　v，
e，　h，
e，　h，
e，　h，
1，　v，
e，　h，
e，　h，
　d，
］，　6
1，　6
1，　6
1，　6
工，7
工，6
工，6
工，7
1s　7
e，　n
e）　nJ　x
Z6
Immune　serum
S．　n’ewington　“O”　［　S．　newington　”OH”　．
　　　　　　　absorbed　with
S4　Be 1　84　Be
2　or　60
640
1280
640
」2go
2560
2560
2560
320
t　　　　　　一
2560
2560
640
ユ280
i280
2560
2560
2560
640
Notes　are　same　as　in　Table　1．
　この血清中にはe，h：】，6…各抗原因子に対するH凝
集素とIII，　XVに対する各0凝集素が総：て含まれている
ことが催かめてあるのであるが，総て残りなく吸収されて
しまった。　この威績はS4　Bc株がIIII　XV：e，　h：1，6…
総ての抗原因子を有することを示すものである。
　3）S4　Bc株免疫0血清及びOH血清による凝集反慮
並びに吸牧試瞼：0血清は100。C　2時問孕加熱死菌を，
H血清は第1相菌或は第2相菌のブイヨン培養にホルマ
リンを加えて殺菌したものを，それぞれ家兎静脈内に接種
して作った。
　84Bc株0血清による凝集反慮はTable　5の女11くであ
って，El，匙，　E3各群の菌株を弧く凝集する。この血清を
母株84B株で吸牧するとS，　newington，　S．　selandia，　S．
new－brunswick及び84　Bc株の凝集が残る。これはXV
抗体の残ることを示すものである。こtしに対して84BcO
血清をS．newingtonで吸回すると総ての凝集素が残り
なく回訓されるCTable　5）。これらの威績は84　Be株がS．
newingtonと同じIII，　XV抗原因子を有することを示す
もので，上記の成績とよく一致している。
　84Bc株OH血清による凝集反慮成綾はTable　5に示す
とおりである。即ちe，b或は1，6を有する菌が凝集をし
ている。この血清を・S．newingtonで吸牧するとTable　5
のようになり，H凝集素も0凝集素も残りなく吸牧される。
　即ち以上の成績は上蓮の成績とよく一致するもので，84
Bc株とS．　newingtonとはmirror　testにより完全に抗
原構造が一致することが示されたことになる。いいかえれ
ば84Bc株は　（III，　XV：e，　h：1，6…）の抗原構造を
；有すると考えてよい。
　4）生化学twlkJlk・生化学lll勺性坐こつい鯛蛛，呂4　B
株，抗原変異株S4　Bc株1それと抗原樺造をともにする
S．newington，吸牧に用いたS．　new・brunswickの4株
について比較してみた。成績はTable　6に示してある。
　S4　Bc株はS．　newingtonと生化学的性状も一致する。
84Bc株とS，　new－brunswickのInosi七〇1に対する分解
能を見るに前者は非分解，後者は分解している。この両者
はH抗原が84Bc株はe，　h；］，6…でS．　new－brunswiek
は1，v＝1，7…であるから血清学的にも明かに区別がつく
が生化学的性状の」二からも明かに異なっている。從ってこ
のことは培地に加えたX，XXVI血清をつくる際，吸牧に
使用したS．　．　new－brunswSck一を詳｛廷って分離したのではな
．
，b
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Agglutinogen
84　Bc
84B
S．　pooria
S．　abortus　ovis
S．　london
　　　　　　s
S．　give
S．　anatum
S．　newington　C2
S．　selandia
4195
］，446
316
293
7482
S．　new－brunswiek　5441
S．　ehester
S．　braenderup　5’022
S．　niloese　1236
H－antigen
e，h，工，6
e）　h，　’1，6
　z，　J，6
　e）　1，6
1，v，コ，6
1，　v，　1，7
e，　h，　1，6
e，　h，　J，6
e，　h，　1，7
1，　v，　］，　7
e）　hJ　es　n，　x
e，　h）　esn
　d，　z6
Immune　serum
84　Bc　‘Co” S4Bc　‘COH”
absorbed　with
1　84B　1　S．　newington　CL）11　S．　newington　C2．
1280
640
640
640’
640
20r60
2560
2560
640
640
v
640
640
640
10240
10240
10240
5120
10240
10240
5120
10240
10240
一
’
’
No七es　are　same　as　in　Table　1．
　　　　　　　　　　　　　　　Table　6Biochemical　Behaviors
S七rain
84　Be
84　B　・
S．　newington　C2
S．　new－brunswiek　5411
Culture　medium
Peptone　water BitterBae七〇一pepton
added　with
?????
????
????
????
??????〔?
???
｛? ????
???
????
一El
－21
－21
十
??。?
?????????
???????
? ??
??。?
??????
?????』??
???
?????
???
一〇
g一????
．21
＿2正
H21
一：1
??。??』????????
一．n1
一　2．1
”，P1
．．Q1
?????
21　一
21　［
21　一
21　「
??。??
????
??????﹈?ー?
、????
Note：　＋　indicates　acid　formation　in　fermented　rnedia；
　　　　　一2i　negative　behavior　during　21　days　observation．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
いという証拠となると思う。　　　　・
　5）継代培養：抗原変換を起した菌で，その新に獲得
さtL　lc性質が安定で且つ子孫に永久に傳えられる性質のも
のか，それとも不安定且っ一噂的のものかを検討する一つ
の手段として継代培養を重ねてみた。長：期間且つ30代以
上代を重ねても抗原構造に変化は認められなかった。
　　　　　　　　　　　　2　84．C株
　84C株につい．て同様の実瞼を試みたが復元株をつかまえ
ることは出來なかった。
　S．give　O血清をS．　selandiaまたはS．　newingtonで
　　’
吸牧してSeitz濾過を行い血清を無菌的にして試みた。
S．selandiaで吸牧したのを2回，　S．　newingtonで吸攻
したのにつき2回，合計4回試みたが成功を見なかつ．た。
　　　　　　　　　　　　　3　86A株
　同様の方法で抗血清加培地で抗原の復元を試みたが7回．
．実瞼を繰返しても復元．株をつかむことは出世なかった。実
験中にIIIしか有レてないと思われる菌株を得たが，継代
培養するとすぐ原株に戻ってしまうので抗原分析を追究し
なかった。
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総括並びに考按
　小原1）はS．newington，　S．　new－brunswickを’XV
因子血清加牛流動寒天培地に坪養することにより，
それぞれの0抗原を（III，　XV）から（III，　X，　XXVI）
に入射的に変換させ得ることを報じた。著者は小、
原が得た抗原変異株を用V・，これξ窪の株の原株へ
の復帰を起させることに成功したが，これに関す
る実瞼について2・3．考察してみたい。
小原Pは抗原変異株をマウス腹腔内に接種して1嗣’
闘観察し，抗原に変化の認められぬことを報じているが，
著者が5或いは10日間隔で10代マウス並過した成績でも
抗原に変化はみられなかったのであって，抗原変異株の抗
原構逡は相当峻定のものと考えられる。こあことは継代坪
養実瞼でもみとめられる（小原1））。
　結局復帰は小原の実験と逆の方向・＼，抗血清加培地を用
いて始めて可能であった。即ちX，XXVI抗体加牛流動寒
天培地に穿刺培養るすことによつて84B株を原株と同じ
抗原構造：に復帰させることが出国た。即ちS．newington
・→・ W4B杉k→84　BC株‘＝S．　newington）（III，　XV）一）
（1工1，X，　XXVI）→（III，　XV＞となったわけである。なお培
地に加えた抗X，XXVI血清はS．　give　O血清をS』e画
brunswiekで吸潤して作ったものでS．　new－brunswickを
誤って把握したのではないかとい5疑が入るかも知れない。
しかし84　Bc株ク）H抗原構造はS。　new－brunswiekと異
なるし，他方84　Be株はInositolを分解しないのにS．
new－brunswickは分解するからどちらからみてもS．　new・
brunswickを誤って把握したのでは．ないとみてよい。　ま
た同様の理由でいわゆ，るLform11）一19）〔吸牧に用いた菌の）
の介入の可能性も否定出來よう。
　しかしこの復帰実瞼もそう簡雛ρものではなく，84B株
からは3回実瞼を繰返して漸く94Ba株，84　Bb株を得るこ
とが出戸たが，これが安定でなく，更にもう一度X，XXVI
抗体加培地に培養して始めて84　Be株が得らオしたのであ
る。84C株では数回門外を繰返しても復帰は証明されな
かったし，86A株もある場合に』spontane6usの復帰ヵ｛観
察された（小原D）にもかかわらず，抗血清による復帰の誘
導は認められなかった。Bruner＆Edwards3）の報告でも
S．anatumを用いた場合には復帰が報ぜられており，山田
・叛崎6）はその逆の復帰が可能とi報じているのに，S．　me・
1・agridis3’）につ・・てはξ夏期の記載がな・・とし・1うのは職叢
に復帰が必ずしも容易でないことを示すのではなかろうか。
抗原構造の復帰或は逆の方向への抗原構造の変異が必ずし
も成功しないことはS，　oranienburg：とS．　montevideoの
H抗原の変換実wa　（Bruner，工949）4）でも観察され，　E．　coli
のO抗原の変換実瞼（Boivin）5）でも経瞼されているとこ
ろである。
　また84C株，86A株が84B株と同榛の処置により容
易に復帰を認めるに至らぬこと，殊に同一菌株S．newlng－
ton　C2、から同疇に得られたS4Bと84C橡が復帰の上で
差があるということ等はこの入工変換に関與する因子が複
雑なことを予想せしめる。
　このように復帰の容易に誘導さオしぬこと，S4　Ba株，　S4
Bb株の抗原が比較的不安定で母株の方へ戻る傾向のみら
れたこと等は，この実瞼で得られた抗原復帰株84Bc株が
spontaneous　mutation　and　selection　lこよるのではなく，
て，入工的に誘尋されたのであるということを思わせる。
そしてもしそうならこのことは更に小原ユ）の実験もspon・
七aueous　mutation，　and　selectionではなくて入工的変異
であるということに一つの支持を興えるものといえよう。
　次に小原Dの実験では培地に加えるXV因子血清は主
　として遠心沈澱により無菌としたものであったが，著者の
実瞼に用いた抗血清はSeitz　EK濾過板で濾過したもので
ある。肺炎双球菌の場合白家融解をゆるすような條件だと
ブイヨン培養或v・は菌液のBerkefeld濾液では型の変換が
起らぬ（Dawson＆Sia，19312D）：Sia＆Dawson，193121））
という報告縦軸融解をなるべく画けるようにすれば．Ber－
kefeld濾液でも型変換が起る。　Alloway　193222），193323））
　と比較して考えると
　　著者の場合特に自家融解を防ぐ手段を講じてい
ないのにSeitz濾過でも抗原の変換が誘導される
　ということは変換の機縛が肺炎双球菌の場合と異
　なることを暗示するのかも知れない　（変換の機傳
　についてぽ別報に記す）。しかし他面小原の場合に
比べ，著者の場合の方が抗原の変異が赴りにくか
　つたように思われる。ただ弟・があるとしても，直
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ちに濾過操作の有無に帰せられるかどうかはV・い
きれない。　　　　　　　　　　　　、　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
結 論・
　　さきに小原1）はS．newihgton．及．Ul’　S．　new－bruns－
wickの0抗原を（III，　XV）から（III，X，　XXVI）に
人工的に変換させたが，著者はその抗原変異株の
抗原の復帰を試み，X，　XXVI．抗体を：作．用させる
ことによって（III，　X，　XXVI）から原株と同じ0
抗原構造（III，　XV）に変換させることが出來た。
　　この際H抗原椿造には変異ぽ認められなかっ
た。また諸種生化学的性状にも変異は．認められな
かった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　CH召禾h　28．9．1．9受付’）
? Summary
　　　Obara　changed　in　vitro　the　O　antigen，s　（III，　XV）　of　S．　newington　and　S．　new－brunswick
into　the　antigenic　structure　（III，　X，　XXVI）　identical　with　that　of　Salmonella，　of　Ei　group．　The
author　attempted　to　induce　the　reversion　of　antigenic　structure　of　the　antigenic　va　riants　（84　B，
84C　and　86　A　strains）　which　were　induced　by　Obara　into　the　antigenic　structure　of　original
strains・　By　cultivation　of　the　antigenic　var’iahts　in　semi－solid　agar　mediurn　containing　anti－S．
give　rabbit　serum　absorbed　with　S．　new－brunswick，　the　O　antigens　of　the　antigenic　variant，　84　B
strain　were　reversed　intb　the　O　antigenic　structure　of　its　original　strain．　H　antigens　ic　nd　bio－
chemical　behaviors，　however，　did　not　receive　any　change　in　thcir　structure　or　behaviors・　（this　back
mutant　was　designated　as　84　Bc　str’ain）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Sept．　19，　1953）
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